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男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会
最終結果

【　男　子　】 【　女　子　】

関 東 学 生 選 抜

関 西 学 生 選 抜 関 西 学 生 選 抜

伊藤　駿

１位

２位

関 東 学 生 選 抜

東 北 学 生 選 抜 ７位

中 国 学 生 選 抜 ８位

【　 男　子　　】

３位

（関東学生選抜 ＃４ ４年）

敢闘賞

九 州 学 生 選 抜

北信越学生選抜 中 国 学 生 選 抜６位

北海道学生選抜

北海道学生選抜

北信越学生選抜

最優秀選手賞

（九州学生選抜 ＃２４ ４年）

（東北学生選抜 ＃１０ ４年）

合瀬　教成 長内　ほのか

佐藤　雄太郎 菅野　千尋

（北信越学生選抜 ＃６ ４年）

優秀選手賞

【　 女　子　　】

（関西学生選抜 ＃１ ４年）

重永　和樹

佐久間　奈々

本多　真実

田中　友美

（関東学生選抜 ＃１７ ２年）

（関西学生選抜 ＃４ ４年）

清水　陽平

近藤　亮太

（北海道学生選抜 ＃４ ４年）

佐竹　春菜

（九州学生選抜 ＃１３ ３年）

鈴木　祐佳里

（東海学生選抜 ＃５ ４年）

(四国学生選抜 ＃１０ １年)

得点王

（中国学生選抜 ＃５ ４年）

（九州学生選抜 ＃７ ４年）

（関西学生選抜 ＃１ ４年）

田中　綾

（東北学生選抜 ＃１３ ２年）

田中　友美

（北海道学生選抜 ＃１３ ４年）

小松　恵

古川　聖翔
（四国学生選抜 ＃８ ４年）

玉岡　勇人
（四国学生選抜 ＃５ ４年）

（関西学生選抜 ＃６ ４年）

紺野　秀行
（東北学生選抜 ＃４ ４年）

赤穂　優人

（中国学生選抜 ＃１６ ３年）

リバウンド王

アシスト王

（関東学生選抜 ＃１３ ３年）

長谷川　智伸

(東海学生選抜 ＃５ ３年 )

林　直幸

和田　力也

個人ランキングは、Ａブロック・Ｂブロックで試合数が異なるため、1試合平均にて算出しています。
（北信越学生選抜 ＃８ ３年）

森田　央二

（東海学生選抜 ＃１１ ４年）

兵藤　里沙

３Ｐ王

水口　英恵
（北海道学生選抜 ＃１７ ４年）

辻　紗織

（北信越学生選抜 ＃４ ３年）



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 7 1 2 0 1 0 1 2 0

5 0 0 0 0 0 2 2 10 2 5 2 0 1 0 3 1 4 2 4

6 11 1 2 4 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 4 4 2 0

7 1 0 0 1 0 0 0 0 0 7 3 1 0 0 0 0 0 0 1

8 0 0 0 0 0 1 1 0 0 8 0 0 0 0 0 1 1 1 1

9 5 1 1 0 0 0 0 1 1 9 24 2 7 4 5 3 8 4 3

10 0 0 0 0 0 2 2 0 4 10 0 0

11 0 0 0 0 1 1 2 0 0 11 2 0 1 0 2 0 2 1 3

12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 16 1 6 1 1 5 6 2 4

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 2 0 1 0 0 2 2 0 0

14 8 0 3 2 1 2 3 0 2 14 8 2 1 0 0 1 1 1 1

15 24 1 10 1 4 8 12 1 0 15 0 0

16 9 1 3 0 0 1 1 3 1

17 14 0 7 0 4 9 13 4 1

18 0 0 0 0 1 0 1 0 1

72 4 26 8 11 26 37 19 12 64 7 19 5 12 17 29 15 17

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

男子 Ｂブロック

平成23年7月 1日　　　　　　試合時間　　１１：４０ 会場 東スポーツセンター

勝ちチーム 得 点 負けチーム

東海選抜 72

12-22

64 東北選抜
14-19

27-11

２P FT
REB

AS№ 名　　　前 PTS ３P 名　　　前 PTS ３P

19-12

F F

隅廣　英二 紺野　秀行

和田　力也 小山内　純平

２P FT
REB

AS№

幸野　竜次 大谷　豪

田口　昂大 佐藤　文哉

佐々木　彰彦 下山　大地

山田　航 田口　　成浩

松本　一総 佐々木　秀人

森田　央二 佐藤　一幸

森川　正明 菅野　翔太

井上　友樹 伊藤　裕樹

新垣　雄大 小野　翔太

Sidate　Diarra 田澤　瑞規

飯尾　祐也

大崎　裕二

羅　中杰

総　　　計 総　　　計

主　　　審 東　雅弘　氏 副　　　審 田中　祐二　氏

チームリバウンド 0 チームリバウンド 0

戦評 担当者 酒井　

第１Ｑ、東北選抜対東海選抜の試合が始まり、先制したの東海＃１５Sidateのゴール下のシュート。対して、東北も
＃４紺野から＃１２菅野にパスが回り、３Ｐを決める。ここから東北は、＃９田口、＃４紺野がシュートを決めて流
れをつくる。東海は、＃１５SidateDiarraを中心に攻めるもののなかなか得点に繋がらない。両チーム共ミスが続く
が、東北＃１４小野が３Ｐを連続で決め流れは東北に。第１Ｑ、２２対１２で東北がリード。
第２Ｑ、勢いに乗っている東北は、最初のシュートをはずすものの、ＤＥＦから流れをつくり、ミスを誘い確実に得
点に繋げさらにリードをひろげる。一方、東海は流れをつくろうとするが、連続でミスが続いてしまう。タイムアウ
ト後、ＤＥＦリバウンドを取り、シュートまでもっていき、＃１４新垣が決める。＃１４新垣が積極的に攻め得点を
重ね、流れは東海に。しかし、東北も慌てることなく冷静に攻める。前半、４１対２６、東北のリードで終了。
第３Ｑ、東海の攻めから始まり、すぐに＃１６飯尾が３Ｐを決め、さらに＃１５SidateDiarraが連続でゴール下の
シュートを決める。東北は攻めるもののシュートが入らず苦戦。東海は力ずよいリバウンドを取り積極的に攻め得点
を重ね３点差まで縮める。流れが崩れてしまった東北はなかなか自分たちのプレーが出来ずにいた。東海は慌てるこ
となく冷静にプレーをし、第３Ｑ、東海が５３対５２と逆転した。
第４Ｑ、最終クォーター、両チームともシュートまでもっていくものの決まらない。激しいＤＥＦをし、両チーム一
歩も譲らない。しかし、東海＃９山田がゴール下のシュートを決め、さらに＃１０松元が３Ｐを決める。対して東北
も＃１３伊藤がシュートを決める。第４Ｑ残り５分、５６対６０で東海がリードする。東海は冷静にパス回し流れを
つくりながらシュートまでもっていく。東海はファールが重なっていきここチャンスに東北は攻める。＃１２菅野が
シュートを決めるが、東海もすぐにやり返す。残り１分、東海は最後まで落ち着いたプレーを見せ、７２対６４で東
海が勝利した。



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 9 0 3 3 1 4 5 6 1 4 6 2 0 0 0 5 5 2 2

5 0 0 5 3 0 1 1 2 1 3 3 2

6 10 0 5 0 1 3 4 0 1 6 0 0 0 0 0 2 2 0 0

7 9 1 3 0 0 0 0 1 2 7 3 1 0 0 0 0 0 0 0

8 8 0 4 0 1 4 5 2 1 8 0 0 0 0 1 0 1 0 0

9 0 0 9 22 2 7 2 6 4 10 2 2

11 9 1 2 2 0 1 1 0 2 10 0 0 0 0 0 0 0 1 0

12 0 0 11 9 0 4 1 6 5 11 1 2

13 13 0 6 1 3 9 12 0 2 12 11 2 2 1 3 1 4 2 3

14 9 0 4 1 4 5 9 1 1 13 2 0 1 0 1 1 2 0 0

15 4 0 2 0 1 0 1 1 0 14 0 0 0 0 1 3 4 0 0

16 0 0 15 2 0 1 0 0 0 0 0 1

17 0 0

71 2 29 7 11 26 37 11 10 58 7 16 5 20 22 42 11 12

戦評

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

男子 Ｂブロック

平成23年7月 1日　　　　　　試合時間　　１５：００ 会場 東スポーツセンター

勝ちチーム 得 点 負けチーム

北海道選抜 71

15-13

58 東北選抜
19-10

21-14

16-21

№ 名　　　前 PTS ３P ２P FT
REB

AS F № 名　　　前 PTS ３P ２P FT
REB

AS F

近藤　亮太 紺野　秀行

後藤　将至 小山内　純平

山口　大輔 大谷　豪

木皿　智也 佐藤　文哉

松本　ティム 下山　大地

両角　佑貴 田口　　成浩

松本　章平 佐々木　秀人

山下　修平 佐藤　一幸

石原　英刀 菅野　翔太

栃本　貴洋 伊藤　裕樹

佐々木　昂 小野　翔太

関谷　翔 田澤　瑞規

小辻　一輝

総　　　計 総　　　計

主　　　審 寺田　信治　氏 副　　　審 若井　晴紀　氏

チームリバウンド 0 チームリバウンド 0

担当者 渡邉

第１クォーター、まずジャンプボールを制したのは、北海道選抜だ。そのまま北海道選抜#13石原が先制点を決める。
対する東北選抜は#9田口が落ち着いて返す。東北選抜の素早いオフェンスに北海道選抜は苦戦し、東北選抜が流れを
掴んだかのように見えたが、リバウンドを確実に取る北海道選抜が得点を着実に重ねる。１５－１３で僅かだが北海
道選抜がリードし、１クォーターを終える。
第２クォーター、開始直後に東北選抜#13伊藤のシュートが光る。また、北海道選抜がチーム一丸となりリバウンドを
拾い、#7木皿のカットインで得点を重ねる。対する東北選抜は北海道選抜のディフェンスに苦戦し思うように試合が
運ばない。東北選抜#4紺野が３ポイントを決めるも、単発に終わってしまう。リバウンドを制した北海道選抜がリー
ドを広げ、３４－２３で２クォーターを終える。
第３クォーター、東北選抜のボールから試合が始まる。開始１分余り、両チームともシュートが決まらない。北海道
選抜#11松本のミドルシュートで北海道選抜の流れになる。しかし東北選抜#7佐藤が落ち着いて３ポイントを決め嫌な
ムードを払拭する。このまま流れに乗りたい東北選抜だが、ゴール付近のシュートミスを連発してしまう。北海道選
抜#8松本のポストプレイで流れを引き戻すも、流れにのれず、東北選抜#8下山にバスケットカウント与えてしまう。
しかし、同様に北海道選抜#13伊藤がバスケットカウントを決め、５５－３７で、最終クォーターへ。
第４クォーター、東北選抜のボールから始まり、開始直後に#9田口が３ポイントシュートを決める。すかさず、北海
道選抜#15田澤のカットインで立て直す。東北選抜のオフェンスのリズムが崩れ、北海道選抜の速効で相手のファール
を誘う。立て直したい東北選抜は、#5小山内から始まるオフェンスでリズムを作り、１対１をしかける。北海道選抜
のディフェンスが崩れ、ファールを連続で行ってしまう。しかし北海道選抜#13伊藤の３ポイントシュートで立て直
し、その流れに乗り#6大谷が確実にカットインを決める。そのまま逃げ切った北海道選抜が、７１－５８で勝利し
た。



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 15 0 7 1 4 3 7 0 3

5 4 0 2 0 1 4 5 1 0 5 4 0 1 2 1 3 4 1 4

6 4 0 2 0 0 0 0 1 0 6 0 0 0 0 0 1 1 0 0

7 15 0 4 7 1 5 6 0 1 7 0 0 0 0 0 2 2 0 0

8 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 7 1 2 0 0 1 1 0 0 9 7 1 2 0 4 2 6 1 0

10 15 0 7 1 3 5 8 2 3 10 3 1 0 0 0 0 0 0 1

11 10 0 4 2 2 4 6 0 2 11 7 0 3 1 0 3 3 1 4

12 9 1 3 0 1 6 7 1 0 12 11 1 4 0 1 2 3 0 5

13 0 0 13 3 0 1 1 0 1 1 0 1

14 0 0 14 2 0 1 0 0 1 1 1 3

15 8 0 3 2 1 3 4 0 1 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 5 0 2 1 1 1 2 0 0

17 5 0 2 1 0 0 0 0 3

18 11 3 1 0 0 2 2 1 1

93 5 32 14 10 31 41 6 12 52 3 19 5 10 18 28 4 21

戦評 担当者 辻

第１Ｑ，
先に先制したのは関西＃６合瀬のシュート。そこから勢いに乗った関西は立て続けに得点する。対する東北は＃１２
菅野が３Ｐを決め、さらに速攻を展開するなど対抗する。２０－１５と関西一歩リードで第１Ｑ終了。

第２Ｑ、先制点は関西＃１０高橋のシュート。そこから関西は激しいデイフェンスを展開し東北のミスを誘いオフェ
ンスをさせない。開始２分間無得点の東北はたまらずタイムアウトをとる。東北はここで流れを変えていきたいとこ
ろだったが関西の激しい当たりにシュートを決めきれず、得点が伸びない。関西は残り３分を切ると＃１２石原を中
心にスピードバスケットで得点を量産していく。このＱで大きく差が開き４０－２０と関西リードで前半終了。

第３Ｑ、先制点は関西＃７尾幡のシュート。前半の勢いそのままに関西は＃１２石原、＃１６平尾の巧みなゲームメ
イクや、＃１１川島の個人技が光り連続得点を重ね東北を突き放す。対する東北は＃６大谷のナイスアシストや＃４
紺野のジャンプシュートがあったものの次に繋げられない。６６－３１と関西リードで第３Ｑ終了。

第４Ｑ、先制点は関西＃１２石原のシュート。すぐさま東北は＃９田口が３Ｐやアシストを決めるなど奮起し最後ま
で諦めないプレーでチームを盛り上げる。それに対し、関西は＃１８大谷が連続３Ｐを決め東北の追撃に対抗する。
そのまま試合は流れ、ラスト３秒で東北＃１０佐々木が３Ｐを決めるも点差は大きく９３－５２と関西が勝利した。

境　圭介　氏

チームリバウンド 8 チームリバウンド 6

総　　　計 総　　　計

主　　　審 稲山　泰樹　氏 副　　　審

大谷　拓也

平尾　充庸

植村　尚友

藤高　宗一郎 小野　翔太

小阪　彰久 田澤　瑞規

石原　裕貴 菅野　翔太

劉　瑾 伊藤　裕樹

高橋　伸太郎 佐々木　秀人

川嶋　勇人 佐藤　一幸

石井　健介 下山　大地

山田　崇文 田口　　成浩

合瀬　教成 大谷　豪

小幡　滋 佐藤　文哉

熊谷　駿 小山内　純平

２P FT№F F

清水　陽平 紺野　秀行

REB
AS№ 名　　　前 PTS ３P

東北選抜
20-5

26-11

２P FT
REB

AS 名　　　前 PTS ３P

関西選抜 93

20-15

52

27-21

会場 東スポーツセンター

勝ちチーム 得 点 負けチーム

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

男子 Ｂブロック

平成23年7月 2日　　　　　　試合時間　　１１：４０



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 8 0 4 0 1 3 4 1 2 4 2 0 1 0 0 2 2 1 1

5 7 0 2 3 1 6 7 3 2 5 5 0 2 1 1 2 3 3 2

6 0 0 0 0 0 0 0 1 2 6 6 0 3 0 0 0 0 0 3

7 4 0 2 0 0 1 1 2 1 7 4 0 1 2 0 0 0 1 1

8 15 1 6 0 1 1 2 0 2 8 12 2 2 2 1 3 4 2 1

9 19 1 7 2 1 2 3 7 2 9 2 0 1 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 0 0 3 1 10 4 0 2 0 0 2 2 1 2

11 11 0 5 1 3 2 5 1 2 11 8 0 4 0 1 2 3 1 3

12 19 1 7 2 5 3 8 2 4 12 12 4 0 0 1 1 2 0 2

13 12 0 5 2 1 3 4 2 0 14 0 0 0 0 1 0 1 1 1

14 0 0 0 0 0 0 0 0 2 16 28 2 10 2 2 5 7 0 2

15 3 0 1 1 0 1 1 0 1 17 3 0 1 1 1 0 1 0 0

16 0 0 18 1 0 0 1 1 3 4 0 2

17 0 0 0 0

18 0 0 0 0

19 0 0 0 0

20 0 0 0 0

21 0 0 0 0

98 3 39 11 13 22 35 22 21 87 8 27 9 9 20 29 10 20総　　　計

名　　　前

井上　智大

近藤　和暉

鈴木　裕也

藤井　駿和

節安　大地

工藤　太一

山根　拓郎

チームリバウンド

主　　　審

赤穂　優人　

高橋　明央

小野　翔太

田澤　瑞規

田口　成浩

佐藤　一幸

菅野　翔太

伊藤　裕樹

佐々木　秀人 藤原　正義

岡崎　修司

鎌田　竜次

佐藤　巧也

№ ２P FTPTS ３P№PTS ３P

勝ちチーム 負けチーム得 点

87

２２－１７

２１－１７

３６－１８

１９－３５

東北選抜

加藤　昌樹　氏

14

２P

中国対東北
　第1 Q、東北ボールからスタートした。先制は中国＃16赤穂。序盤東北がアウトサイドシュートを主体に
攻めるもなかなかシュートが決まらない。しかしオフェンスリバウンドをよくとりセカンドチャンスを作
る。中国は＃6鈴木＃16赤穂を中心に得点を決めるが、リバウンドの差でリードは僅かに東北が奪う。22‐
17で第1 Q を終える。
　第2 Q、中国ボールから始まる。中国は東北の積極的なディフェンスに影響されシュートが入らずリバウ
ンドを取られてしまい点が伸びない、一方東北は＃9田口のパワフルなインサイドプレーやオフェンスリバ
ウンドでチャンスを作り中国との点差を広げる。終盤中国は＃12鎌田＃8節安の3Pシュートが決まり点差を
縮めるが第1 Qと変わらず東北のリードが続く。34－43で第2 Q終了。
　第3 Q、東北ボールから始まる。前半から中国が東北にリバウンドを許してしまいリードを広げてしま
う。一方で東北は速攻を中心に得点を重ね、また中と外の連携が良く点差を広げる。中国も＃11岡崎の1対
1を中心に攻めるがターンオーバーが続き点が決まらない。52－79東北がさらにリードを広げ第3 Q終了。
　第4 Q、中国ボールから始まる。中国の＃5近藤と＃10藤原の連携プレーから始まり、＃16赤穂の1対1や
3Pシュートを中心に点を決め試合の流れを変えるが、東北のディフェンスと＃9田口のシュートで流れを戻
されてしまう。終盤は中国の流れになるが東北のリードが大きく87－98で東北が勝利した。

名　　　前

紺野　秀行　

小山内　純平

大谷　豪

佐藤　文哉

山下　大地

12

副　　　審

総　　　計

竹内　冨士男　氏

チームリバウンド

大会名　　　　　　　　

男子

平成23年7月3日 試合時間　　１０：００

男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

7位・8位・9位決定戦

REB
AS F

会場 名東スポーツセンター

中国選抜

戦評

東海学生バスケットボール連盟テーブル・サブスコア

青木担当者

98

FT FAS
REB



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 6 0 3 0 1 2 3 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 7 1 2 0 0 3 3 4 0 5 7 0 3 1 0 2 2 2 3

6 7 1 2 0 2 2 4 7 1 6 0 0 0 0 0 2 2 0 0

7 17 3 4 0 0 1 1 1 1 7 3 1 0 0 0 2 2 0 0

8 7 1 2 0 1 3 4 0 1 8 6 0 3 0 2 2 4 0 1

9 15 1 6 0 1 0 1 2 1 9 0 0 0 0 0 1 1 0 0

10 4 0 2 0 1 1 2 0 0 10 13 0 5 3 4 7 11 1 3

11 8 0 4 0 0 1 1 1 3 11 2 0 1 0 0 0 0 1 0

12 8 2 1 0 1 3 4 4 2 12 4 0 2 0 1 1 2 0 0

13 18 0 9 0 2 5 7 0 2 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 4 0 2 0 1 1 2 0 0 14 6 0 3 0 1 3 4 0 0

15 4 0 2 0 4 0 4 3 1 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 0 0

17 0 0

18 23 1 9 2 2 4 6 1 1

105 9 39 0 14 22 36 22 14 64 2 26 6 10 24 34 5 8

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

男子 7位・8位・9位決定戦

平成23年7月 3日　　　　　　試合時間　　１３：２０ 会場 名東スポーツセンター

勝ちチーム 得 点 負けチーム

東北選抜 105

27-14

65 四国選抜
22-19

28-14

２P FT
REB

AS№ 名　　　前 PTS ３P 名　　　前 PTS ３P

28-18

F F

紺野　秀行 高野　拓也

小山内　純平 玉岡　勇人

２P FT
REB

AS№

大谷　豪 シャルマ　頼弥

佐藤　文哉 高橋　裕己

下山　大地 渡辺　哲央

田口　　成浩 狩野　諒

佐々木　秀人 林　直幸

佐藤　一幸 織田　侑樹

菅野　翔太 泉　嘉泰

伊藤　裕樹 仙波　弘行

小野　翔太 渡辺　聖太

田澤　瑞規 名本　力哉

石川　豊行

東方　幸雄

平田　和平

総　　　計 総　　　計

主　　　審 田中　祐二　氏 副　　　審 松井　淳　氏

チームリバウンド 9 チームリバウンド 10

戦評 担当者 中

第１Q　東北選抜ボールからスタート。東北選抜の＃１１佐藤の連続レイアップや＃１２菅野の３Pでリズムよく点を
重ねていく。四国選抜も＃５玉岡を起点として攻めていくもののシュートのキレが悪い。３分経過して四国選抜が前
半一回目のタイムアウトを請求。徐々に四国選抜も攻めに勢いが出てくるが、東北選抜のシュートが良く決まり点差
が広がっていく。第１Qは２７対１４で東北選抜がリードする。
第２Q　東北選抜は＃４紺野、＃５小山内の連続得点で勢いは止まらない。四国選抜は＃８渡邊を投入。その後も東北
選抜はシュートの精度は下がらず、点差を広げていく。残り５分強で東北選抜はオールメンバーチェンジ。四国選抜
は＃１8平田のポストプレイで攻めていくがディフェンスで東北選抜のオフェンスを止めることができず、第２Qは４
９対３３で東北選抜のリードは変わらず。
第３Q　互いに速い攻めを展開する。しかし四国選抜は攻め手が乏しく、徐々に苦しい攻めを強いられる。一方東北選
抜は外中をバランスよく攻めていき、順調に得点を重ねる。東北選抜の＃１５田澤がオフェンスリバウンドを多く奪
いさらに勢いに乗る。５分を切り東北選抜のチームファールが５ファールになり、積極的に仕掛けていきたいが、攻
めきれない。７７対４７で最終第４Qへ。
第４Q　四国選抜はリバウンドを確実に奪い、速攻を決める。特に＃８渡邊がオフェンスリバウンドを奪いセカンド
チャンスに繋げていく。しかし東北選抜は最後まで高いオフェンス力で四国選抜を圧倒。四国選抜にリードを与える
ことなく１０５対６５で東北選抜が勝利した。



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 8 2 1 0 0 5 5 3 2 4 12 2 2 2 1 3 4 5 1

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 4 0 2 0 0 1 1 0 1

6 11 0 3 5 0 4 4 3 1 6 19 3 5 0 1 1 2 0 3

7 7 0 2 3 2 2 4 2 1 7 3 1 0 0 4 2 6 2 4

8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 15 0 7 1 6 8 14 0 4

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 1 0

10 14 2 2 4 2 6 8 3 1 10 4 0 2 0 3 1 4 2 1

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 2 0 1 0 0 1 1 4 0

12 29 0 13 3 4 4 8 4 3 12 7 1 2 0 1 3 4 1 2

13 18 0 8 2 1 11 12 3 2 13 9 1 3 0 0 3 3 1 2

14 6 0 3 0 0 1 1 1 0 14 2 0 1 0 0 0 0 1 0

15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

93 4 32 17 9 33 42 19 10 77 8 25 3 16 23 39 17 18

戦評

東海学生バスケットボール連盟テーブル・サブスコア

青木担当者

93

FT FAS
REB REB

AS F

会場 名東スポーツセンター

九州選抜

大会名　　　　　　　　

女子

平成23年7月2日 試合時間　　１０：００

男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

Ａブロック

4

副　　　審

総　　　計

渡邉　香織　さん

チームリバウンド

松本　吉昭　氏

16

２P

　第1 Q、東北ボールから始まる。開始直後九州の＃8岩橋が豪快なセンタープレーを見せチームを盛り上
げ、逆に東北も＃6外山の素早いドライブで得点を伸ばしていく、その後九州は東北の堅いディフェンスに
勢いを止められる。一方東北は＃13小松のパワフルなプレーや＃10佐久間の3Pシュートが決まり次々と得
点が決まる。３０－１７東北リードで第1 Q終了。
　第2 Q、九州ボールから始まる。東北は＃4山谷と＃10佐久間の連続3P シュートや＃12佐藤のミドル
シュートで得点を伸ばす。九州は東北のディフェンスに苦戦しオフェンスリバウンドが取れず得点が伸び
ないが＃8岩橋のインサイドプレーは東北も止められない。第2 Q残り1分を切り九州が連続3P シュートを
決め＃4山谷がブザービートを決め得点を縮める。５３－４０東北リードで第2 Q終了。
　第3 Q、東北ボールから始まる。九州が東北のディフェンスを崩し得点が動くが、東北＃14大須賀のセン
タープレー＃12佐藤のシュートで立て直す。中盤から九州は外からのシュートが目立ち得点が決まらず離
されていく一方東北は＃12佐藤のミドル＃4山谷＃6外山のドライブで得点を決めていく。７４－５３東北
リードで第3 Q終了。
　第4 Q、九州ボールから始まる。九州がオールコートディフェンス仕掛け東北が苦戦し、東北は得点が伸
びない一方九州は＃6塩賀の3Pシュート、＃8岩橋のリバウンドやパワフルなセンタープレー＃10山下のド
ライブでどんどん点差を縮める。終盤九州は序盤でファールがたまって東北にそこを攻められ点差が戻っ
てしまい、勢いが止められ。９３－７７で東北が勝利した。

名　　　前

山谷　美架

大山　未由

外山　優子

佐々　満里奈

宮尾　紗友里

勝ちチーム 負けチーム得 点

77

30-17

23-23

21-13

19-24

東北選抜

№ ２P FTPTS ３P№PTS ３P

山下　亮子

川原　ゆい

外山　優希

佐竹　春菜

岩田　祥子

岸田　麻里　

佐藤　優香　

小松　恵

佐久間　菜々

中村　優香

吉田　奈央

大須賀　梨奈

相澤　妹佳

チームリバウンド

主　　　審

総　　　計

名　　　前

吉田　千香

井上　藍

塩賀　あずさ

田中　綾

岩橋　美帆

小寺　舞



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 9 1 2 2 0 0 0 1 1 4 5 0 2 1 0 1 1 0 0

5 11 2 2 1 3 1 4 2 2 5 4 0 2 0 0 2 2 0 2

6 9 0 4 1 1 1 2 3 2 6 0 0 0 0 1 0 1 0 0

7 9 1 3 0 2 3 5 1 4 7 1 0 0 1 0 0 0 1 0

8 4 0 1 2 2 2 4 2 0 8 2 0 1 0 2 2 4 0 1

9 9 0 3 3 2 1 3 2 1 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 4 0 2 0 2 1 3 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 6 0 3 0 1 5 6 0 3 11 6 1 1 1 1 2 3 0 5

12 6 0 3 0 4 3 7 1 0 12 13 3 2 0 3 7 10 0 0

13 13 0 6 1 5 2 7 1 1 13 3 1 0 0 0 2 2 0 3

14 8 0 4 0 5 3 8 1 0 14 1 0 0 1 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 9 1 3 0 1 2 3 2 2

18 4 0 2 0 5 1 6 0 4

88 4 33 10 27 22 49 14 14 48 6 13 4 13 19 32 3 17

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

女子 Ａブロック

平成23年7月1日 試合時間　　１０：００ 会場 名東スポーツセンター

勝ちチーム 得 点 負けチーム

東北選抜 88

１５－７

48 四国選抜
２５－１２

２４－１２

２P FT
REB

AS№ 名　　　前 PTS ３P 名　　　前 PTS ３P

２４－１７

F F

山谷　美架 春園　奈々

大山　未由 野崎　真衣

２P FT
REB

AS№

外山　優子 清家　聖美

佐々　満里奈 金井　亜里沙

宮尾　紗友里 古川　聖翔

岩田　祥子 武村　利菜

佐久間　菜々 山本　有茄

岸田　麻里　 髙島　実咲

佐藤　優香　 白石　香菜

小松　恵 神谷　類

大須賀　梨奈 髙田　恵里

相澤　妹佳 中本　恵里加

戸田　志保

浦本　麗

中深迫　智佳

総　　　計 総　　　計

主　　　審 堀井　瑞希　さん 副　　　審 後藤　瞳　さん

チームリバウンド 15 チームリバウンド 10

戦評 担当者 青木

　第1Q、東北ボールから始まる。東北は＃6外山や＃4山谷を中心に試合を運び＃13小松と
＃14大須賀のセンタープレーが光る。一方四国は高さのある東北のディフェンスに苦しみ
点が決まらない7－15で東北がリードし第1Q終了。
　第2Q、四国ボールから始まる。東北はセンターの高さを活かし得点をどんどん伸ばして
いく、四国はメンバーの交代や＃5野崎の連続得点で試合の流れを変えようとするが東北の
高さのあるオフェンスで流れを止められてしまい19－40で第2Q終了。
　第3Q、東北ボールから始まる。東北は＃12佐藤のドライブや＃5大山の3Pシュートで四国
を突き放していく、四国は＃12白石の3Ｐシュート、＃4花園のドライブで流れを変えたい
が東北のディフェンスに止められる。31－64で第3Q終了。
　第4Q、四国ボールから始まる。東北は＃8宮尾のドライブ、＃14大須賀のリバウンドやセ
ンタープレーで四国を突き放し、四国は＃12白石・＃13神谷の3Pシュートを決めるが得点
を詰められず。48－88で東北が勝利した。



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 12 1 4 1 1 3 4 3 6 7 1 2 0 2 1 3 0

5 0 0 0 0 0 1 1 0 7 4 1 0 1 1 3 4 2

6 8 0 4 0 0 1 1 2 8 14 0 7 0 0 2 2 4

7 10 0 4 2 0 2 2 0 9 2 0 1 0 1 0 1 0

8 0 0 0 0 0 3 3 1 10 8 2 1 0 0 1 1 0

9 11 0 5 1 0 2 2 2 11 3 1 0 0 3 0 3 1

10 18 3 3 3 1 6 7 2 12 0 0 0 0 2 0 2 3

11 0 0 0 0 0 0 0 0 13 26 0 12 2 1 4 5 3

12 10 0 5 0 3 2 5 6 14 2 0 1 0 1 4 5 1

13 20 0 8 4 3 4 7 2 15 3 0 1 1 0 1 1 0

14 4 0 2 0 2 0 2 1 16 8 1 1 3 3 0 3 0

15 0 0 0 0 0 0 0 0 17 2 0 0 2 0 1 1 3

18 7 0 2 3 2 4 6 0

93 4 35 11 10 24 34 19 0 86 6 28 12 16 21 37 17 0

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

女子 Ａブロック

平成23年7月1日 試合時間　　１６：４０ 会場 名東スポーツセンター

勝ちチーム 得 点 負けチーム

東北選抜 93

２４－２１

86 北海道選抜
２３－２１

２８－２３

２P FT
REB

AS№ 名　　　前 PTS ３P 名　　　前 PTS ３P

１８－２１

F F

山谷　美架 佐藤　裕希

大山　未由 藤原　未奈子

２P FT
REB

AS№

外山　優子 金丸　祐子

佐々　満里奈 村上　紗知子

宮尾　紗友里 元重　麻湖

岩田　祥子 脇坂　葉月

佐久間　菜々 松山　かおり

岸田　麻里　 長内　ほのか

佐藤　優香　 細川　奈央

小松　恵 岡　亜理紗

大須賀　梨奈 高橋　瞳

相澤　妹佳 水口　英恵

脇　美穂

総　　　計 総　　　計

主　　　審 竹内　冨士男　氏 副　　　審 峯岸　勝明　氏

チームリバウンド 4 チームリバウンド 7

戦評 担当者 古舘

　東北選抜VS北海道選抜 両チーム2戦目の試合。東北選抜は、スピードを活かしドライ
ブ、ドライブからの合わせなど展開し得点を重ねる。対する北海道選抜ディフェンスで相
手のミスを誘い、必死にボールに飛び付き勢いを引きつける。第1Q、24-21で東北選抜リー
ド。
　第2Q開始から、両チーム激しいディフェンスで相手のミスを誘う。開始5分、北海道選抜
＃7藤原のスリーポイントで逆転するし、続いて＃16高橋がスリーポイントを決め北海道選
抜のリズムに乗る。しかし、東北選抜は焦ることなくディフェンスで粘り、ボールを引き
寄せる。イージーシュートを確実に沈め、47-42で東北選抜5点で後半へ。
　第3Q開始4分、東北選抜はのディフェンスが乱れ、北海道選抜は＃13長内が起点となり確
実に点を重ね一気に詰め寄る。両チームオフェンスでミスが目立ち、シーソーゲームが続
く。ここで東北選抜は前からダブルチームを仕掛け、スティールから速攻へと繋げ追い上
げる75-65で北海道選抜10点離され最終クォーターへ。
　第4Q、北海道選抜少し疲れが見え始め、ミスが目立つ。しかし東北選抜第3Qに続き勢い
に乗り確実に得点し、速い展開に持ち込み相手を更に突き放す。北海道選抜最後までボー
ルに飛び付き、オフェンスでチャンスを作るが巻き返すには遅く93-86で東北選抜が勝利し
た。



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 8 0 3 2 2 3 5 0 1 4 5 1 1 0 0 6 6 0 2

5 8 0 4 0 1 4 5 2 1 5 0 0 0 0 2 0 2 1 0

6 0 0 0 0 1 3 4 2 2 6 15 0 6 3 2 1 3 0 2

7 4 0 2 0 0 1 1 1 1 7 2 0 1 0 0 3 3 0 0

8 7 0 3 1 1 4 5 5 2 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 4 0 2 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 12 1 2 5 3 1 4 2 0

11 5 0 2 1 1 1 2 0 0 11 2 0 1 0 0 0 0 0 0

12 2 0 1 0 1 1 2 0 0 12 9 0 3 3 3 8 11 4 3

13 9 0 4 1 1 3 4 0 1 13 4 0 2 0 1 13 14 3 2

14 0 0 0 0 2 1 3 5 2 14 6 0 2 2 1 0 1 0 3

15 6 0 3 0 3 6 9 0 1 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 2 2 2 1

17 13 0 6 1 0 2 2 2 1

18 10 0 3 4 3 6 9 1 1

72 0 31 10 16 37 53 20 14 59 2 20 13 12 32 44 10 12

Aブロック　関東対東北
　第１Q、開始直後からどちらも得点を入れられたら入れ返すシーソーゲームで試合が進んでいく。関東は
＃１８小菅を攻めの起点とし、中からも外からも得点を決めていく。残り3分を切ったころから、東北の得
点が止まり始める。しかしその間も関東は得点を決め続ける。18－9関東リードで第1Q終了。
　第2Q、両チームともとても素早い攻めで速いゲーム運びを見せる。残り４分ほどまでは均衡状態を保っ
ていたものの、フロントコートからのプレッシャーに対し徐々に差が開き始める。41－24関東が大きく
リードを広げて前半終了。
　第3Q、開始から東北＃６外山のミドルシュートがよく決まる。関東は左右への激しいふりによって作っ
たスペースへの飛び込みによって得点を重ねていく。その後東北は連続でバスケットカウントを決め勢い
に乗る。57－46東北がわずかに点差を縮め最終Qへ。
　第4Q、東北はパスミスや関東の連続スティールにより得点を許してしまう。関東は残り6分ほどで早いう
ちにチームファウルをためてしまうも、それからファウルはとても少なく相手にフリースロ－は与えな
かった。関東＃１７本多はオフェンスにおいて、とても素早い攻めとポストプレイによって中心となっ
た。72－59関東が勝利を収めた。

戦評 担当者 熊谷

チームリバウンド 10 チームリバウンド 7

主　　　審 室谷　伸治　氏 副　　　審 今井　淳二　氏

総　　　計 総　　　計

小菅　由香

本多　真実

小沼　めぐみ

梅木　智加子 相澤　妹佳

藤生　喜代美 大須賀　梨奈

淀野　潮里 小松　恵

桃木　春華 佐藤　優香　

池谷　早也香 岸田　麻里　

牧野　何日香 佐久間　菜々

篠崎　由佳 岩田　祥子

丹羽　裕美 宮尾　紗友里

富永　藍 佐々　満里奈

三浦　春日 外山　優子

傳田　みのり 大山　未由

後藤　彩 山谷　美架

AS F３P ２P FT
REB

F № 名　　　前 PTS２P FT
REB

AS№ 名　　　前 PTS ３P

２３－１５

１６－２２

１５－１３

関東選抜 72

１８－９

59 東北選抜

勝ちチーム 得 点 負けチーム

平成23年7月2日 試合時間　　１３：２０ 会場 名東スポーツセンター

女子 Ａブロック

大会名　　　　　　　　 男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 12 0 6 0 2 1 3 1 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1

5 0 0 5 9 1 3 0 0 1 1 2 2

6 6 0 2 2 1 2 3 4 4 6 4 0 2 0 0 1 1 0 1

7 4 0 2 0 1 1 2 1 1 7 0 0 0 0 0 1 1 1 0

8 0 0 8 0 0

9 2 0 0 2 0 1 1 1 2 9 2 0 1 0 0 1 1 0 5

10 12 1 4 1 1 4 5 1 2 10 7 0 2 3 2 0 2 5 3

11 0 0 11 1 0 0 1 0 0 0 2 0

12 11 0 5 1 6 5 11 6 3 12 0 0 0 0 1 0 1 1 1

13 12 0 6 0 1 7 8 4 2 13 17 0 8 1 1 3 4 1 3

14 9 0 4 1 3 1 4 0 0 14 2 0 1 0 1 1 2 0 1

15 0 0 15 19 5 2 0 2 4 6 2 1

16 6 0 3 0 1 2 3 0 1

68 1 29 7 15 22 37 18 18 67 6 22 5 8 14 22 14 19

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 男子第１５回・女子第２８回　日本学生選抜バスケットボール大会

女子 3位決定戦

平成23年7月 3日　　　　　　試合時間　　１０：００ 会場 東スポーツセンター

勝ちチーム 得 点 負けチーム

東北選抜 68
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67 東海選抜
22-18

18-13

２P FT
REB

AS№ 名　　　前 PTS ３P 名　　　前 PTS ３P

16-19

F F

山谷　美架 廣瀬　今日子

大山　未由 鈴木　祐佳里

２P FT
REB

AS№

外山　優子 安江　舞

佐々　満里奈 村松　あかり

宮尾　紗友里 山口　明子

岩田　祥子 磯貝　華奈子

佐久間　菜々 薮田　早紀

岸田　麻里 橋田　幸華

佐藤　優香 中沢　恵理子

小松　恵 鈴木　悠梨愛

大須賀　梨奈 茅谷　由希子

相澤　妹佳 角畑　莉子

神山　幸乃

総　　　計 総　　　計

主　　　審 鳥井　昭宏　氏 副　　　審 谷口　英謙　氏

チームリバウンド 9 チームリバウンド 11

戦評 担当者 渡邊

第１Ｑ、東北選抜＃１３のジャンプシュートで先制するも、パスミスが目立ち、得点が止まる苦しい時間帯が続く。
相手の得点が止まる中、東海選抜は＃１５角畑の連続３Ｐで点差をつけ、勢いに乗る。対する東北選抜も落ち着いて
ジャンプシュートを沈め、点差を縮める。お互いにチームファウルがたまり、ＤＥＦで当たることができない。１７
－１２と東海選抜リードで第１Ｑ終了。
第２Ｑ、東海選抜＃１３鈴木の１対１で、チームの得点を引っ張る。対する東北選抜は、１対１からの合わせで確実
に得点していく。得点が伸びない東北選抜は、残り６分タイムアウト。東海選抜は、前から当たり出し、スティール
からの得点をものにする。一方、東北選抜＃１４センター大須賀がゴール下で存在感を見せ点差を詰めていく。今度
は東海選抜が得点が止まり、タイムアウト。しかしその後もシュートまでいくことができず、相手に詰められてしま
う。３５－３４で東北選抜が１点差まで追い上げ、後半戦へ。
第３Ｑ、序盤から東北選抜はオフェンスリバウンドからのセカンドショットを確実に決める。相手からファウルをも
らい、ＦＴで逆転する。残り２分のところで東海選抜２回目のタイムアウト。そこから気迫のＤＥＦで相手を抑え
る。＃５鈴木＃１５角畑の３Ｐが決まり、少し点差を詰めるも５２－４８の東北選抜リードで第３Ｑ終了。
第４Ｑ、＃１０薮田のアシストから＃５鈴木のブレイクがきれいに決まり、勢いに乗る。東北選抜は、＃１２佐藤＃
１３小松のアシストから全員がバランスよく得点していく。一方、東海選抜は、１対１で果敢に攻め、相手からファ
ウルをもらう。ＦＴさえ決められないものの、東海選抜が５８－５６とつめられたところで東北選抜はタイムアウト
を取る。その後は東海選抜＃１０薮田のバスケットカウントで再び勢いに乗る。一進一退の緊迫したゲーム展開とな
る。東海選抜＃１５角畑が３Ｐで逆転したところで、東北選抜タイムアウト。さらに＃１３は小松が東海選抜タイム
アウト。東北選抜は残り５秒で＃１２佐藤が決勝点を決め、６８―６７で接戦を見事制し、３位に決定した。




